
自治会法人若葉自治会規約    :
1ヽ

(目 的)
第 1条 本会は、以下に掲げる様な地域的な共同活動櫛 めことにより良好な地域

社会の維持及び形成に資することを目的とする.。

1異霧響     の齢    ち
3_防災薔防犯の向上に対する事業
4.交通安全の向上に対処する事業
5_地域内の福祉厚生の向上
6_文化璧体育活動を通して住民相,互の親睦

`π

)充,実

7_集会施設の維持管理
8.その他、良好な地域社会の推撻」こ必要な事業

(名 称)
第 2条 本会は、自治会法人若葉自治会と称する。

(区 域)
第 3条 本会の区域は、別図のとおりとする。

(事務所)
第 4条 本会の事務所1ま、相模原市中央区陽光台4丁目25番4号に置く。

(会 員)
第 5条 本会の会員は、第3条に定める区域に住所を准「する個人21する。
、  1.入 会または退会の申し込みがあつた場合には、正当な理由なくこれを拒

んではならない。尚、入会または退会希望者は、別鱈贅員会で定める届
出用紙に記入し、会長に提出しぼすればならない。
2.本会の活動を協賛する法人及び団体は、特別会員となることができる。
3.第3条で定める区域内に住所を有しなくな1)た場合は、退会とする。
4“ 会員Iま、第1条の目的に反する行為が現13かになうた場合は役員会の決
定により会員の資常を失うこ昌 ある。

(会 費)
第 6条 自治会費の徴収等 Iま次の通りとする。

1_自治会会費  一戸当たり月榔 ∞円
2_特BIl会員会費 年額12,000円
3_納入方法 月数にこだわらず前納することがて鐘|る。
4_納入義務 資格を有した会員は,転入日の翌.月から支払うも1のとし、転
出者Iま転出日の当月分までとする。
5.会費の返還 会員の資格を失つた場合は,じ 前納分を返却する。
6_入会金 なし。
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(役 員〕

第 7条 本会に次の役員を置く。(必要に応感て役員会で部及
ものとする。)
1_会   長 1名
2_副 会 長 2名
3_館   長 1名
4_総務 部 長 2名
5_書   記 1名
6_会 計部 長 1名

7_会館会計部長 1名
8,防災防犯部長 1名
9_交通部長   1名 |

1´0_衛生部長   1名 |

11_文化体育部長 2名 |

12_福l」L厚生部長 1名

(役員の選出)
第 8条 役員は次の方法で選出し、総会で承認を得る《〕
1.会長は、新役員の中から推薦または、選挙によつて選出する。
_   但し、新役員以外からも推薦することが■きる。
2_役員は、各班より3名選出する。(本部役員2名 班長1名》
但し、副会長2名のうち1名は、駆選出外の会員から会長推薦により

選ぶことができる。
尚、会長が選出された班は、役員1名を補充することができる。

3.会館館長Iま、会長が推薦し、会館会計 Iま:館1長が推薦する。
4_公民館専門部員は、原則として班長が兼務する。(公 ,民館より専門部員に
推薦された班長について:ま重複を除く)。 澤t、 会長の推薦により、班長以

外のものを専門部員として選出すること伊嵯 `る。
5_会幕妻出は新役員で管理する。
6.監事 Iよ、一般会員より2名を役員会で推薔する。

(役員の職務 )
第 9条 会長Iま、本会を代表し、一切め会計を総括する。
1_副会長は、会長を補佐し、会長に事故があっJLとき又は欠けたときIまその
職務を代行する:
2_館長はゃ会館の管理揮営の一切を総援する。
3_総務部長Iま,会区内の総務を管理し、そC)目的に努力する。
4_書認は、役員会および総会の議事を記録し、議事鋼 E作成する。
5.会計部長は、会の収支を管理 L´、年度末lこ1会計報告を行う。
6_会館会計部長は、会館の収支を管理し、年度末に会計報告lE行う。
7.防犯防災部長は、会区内の防犯,防災を管理し、そC)目的に努力する。
8_交通部長は、会区内の交通を管理し、その目的に努力する。
9.衛生部長は、会区内の衛星を管理し、その目的に努力する。
10Ⅲ 文化体育部長は、レクレーション・ポ ーツ等をもつて会員相1互0親睦
を図り、その目的に努力する。
11_監事は、自治会会計、自治会館会計及びi彗麗Eの状況を監査する。
12.福祉厚生部長fま、会員の福祉厚生を管理彗その目的に努力する。
13_班長は、所属する会員の総意を代表する。
・広報の配布、並びに会の連絡事項の伝達を鶴 。

び人員の変:更はでき負

13_班長 各班  1名

14_監事    2名
(役員ではない)



督総会で定められた会費を徴収、会計 II二取|める。
・所属する班内に転入、転出があった場合'はすみやかに会に報告すoゃ
`班長は必要により、班会議を招集するこJLがせ る。        |
14.役員会は必要より、相談役を設If6ことが褒彗る。
相談役は、原則として、前年度の自治会長と'ケるが、新役員と重複した

場合はこの限りではない。
相談役は、役員尿性により,役員会I=出席し,.アル イヽスすることが・

′

嚇 る。(ただし,相談役は役員ではない)

(役員の任期)
‐第10条 役員の任期は次のとおりとする。ただ輛 任は1妨 1'デない。

会長        1年      館長       1年
各部長 (副会長も含む)1年     班長 (当番青1   1年
1.補欠で選任された役員の任期は、前任者・の残任期匿比するで,

(総会の種別)
第11条 本会の総会は、通常総会と臨時総会を二種とする。

(総会の構成)
第12条 総会は、会員をもって構成する。

(総会の機能)
第13条 総会Iま、この規定に定めるものの外、本会の週1営に関す13重要な事項を議決する。
‐
(総会の開催)
第14条 通常総会は、毎年度決算終了後2箇月以内に開催する。
1_臨時総会は、会長が必要と認めた時及び全会員の5分の1りt上から会議
の目由たる事項を示して請求があつた樹 :こ1調催する。

(総会の議長)
第15条 総会の議長は1その総会において.出席したヰEから選出する。

(総会の定足数)
第16条 総会1ま、会員の3分2以上の出席が無ければ開催:できなも,ヽ。

(総会の議決 )
第17条 総会の議決は、この規約に定めるもののほか、出席した会員の過半数をも

つて決し,可否同数のときは:議長の決するとこ初=よる。
1… やむを得ない理由のため総会に出席で争曇い会員Iま、他σ会員を代理人と

して表決を委任することがで議3.
2.前項の場合における第16条の適用については、その会員も1盤席したも
のとみなす。
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(総会の議事録)
第18条 総会の議事について1ま、議事録を作成りしければならない。      1ヽ
1.議事録にII、議長及びその会議:=おいて,甕遭腱れた議事録署名人  |
(書記)2名が署名押印しなIすればならない。

(役員の構成)
第19条 役員会 1ま、

― К 役員持
て構成する。会長は必要に応じ、育成会

¬

会長ヨ地区民生委員ヨ青年部長・双葉会会長な蹴 役の出席鯵 考意見を
要請できる。
会員は、オブザーバーとして出席できる。

(役員会の機能)
第20条 役員会は、次の事項を議決する。
1.総会に付議すべき事項。
2.総会の議決した事項の執行に日する事項。
3_その他総会の議決を要覇

=い
会務の執行I=関す群 項。

(役員会の開催)
第21条 役員会:ま、会長が必要と認めたる赫 及び役員の5分1以_Lから請求があ

つた1とき開催する:

(役員会の議長)
第22条 役員会の議長は、会長がこれに当たる。

(役員会の定足数)
第23条 役員会には、第16条及び第17条の規定を準用する。

(資産の構成)
第24条 本会の資産は、次の各号に掲げるものをもつて構成する。

1_Illに定める財産目録記載の資産。
2_会費
3_活動にお 収入
4.資産から生ずる果実
5.その他収入

(資産の管理)
第25条 本会の保有する資産の関係書類、ならびに本会実:印 (自治会法メ、若葉自治会

長の印)は会長が管理する。保管に関してlま,金融L機関の貸金庫を利用す
ることができる。
1_本会の実印を使用する場合は、使用目的晴毅:員会で承認を得て五千立会
いの上使用する。               '
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(資産の処分)
第26条 本会の資産で別に総会において定めるものを拠:分し、また1ま担保に供する畿

合に1ま、総会にttて覇れ以上の議決を要する。              1

(事業計画及び予算)
第27条 本会の事業計画及び予算は、会長が作成し、毎会計年度開始時に総会の議

決を経て定めなければならない。これを変更する場合も同様とする。  ち
1_前項の規定にかかわらず、年度開始後に予算:が総会において議決されて
いない場合には、会長は、総会において予算が議決されるまでの間は、

前年度の予算を基準として収支をすること債 きる。

(事業報告及び決算 )
第28条 本会の事業報告及び決算は、会長が事業報告、収支決算機、財務目録等

として作成し、監事の監査を受け、毎会計年度終了2箇月逸l内に総会の承

認を受けなければならない。

(会計年度 )
第29条 本会の会計年度は、毎年2月 6日に始まり、毎年.2月 5日に終わる。

(規約の変更)                        .
第30条 この規約の変更は、総会において総会員の4分の3以上の議決を得たの

ち、市長の許可を受けて毎 ものとする。

※民法認条の規定 (定款の変更は主務官庁0許司『がない1場力なし)
を準用

i(委
任 )

第31条 この規約の施行に関撼 要な事項は、総会の議決を経て、会長が別に定め
る。

付  則
1_この規約は、本会の設立の許可のあつた日から施行する。
2_本会の設立初年度の事業計画及び予算 1ま、第27条の観定にか tl■わらず、設立総
会の定めるところによる。

‐3_本会の設立初年度は、第■条の規定にかかわらず設立許可のあつた日から平成
7年3月 5日までとする。
4.第7条、第8条、第10条、第18条、第29条は平成15年費馴前に変更して施輌
されており、その旨をここに付記する。
5_平成1“目月1日から第曝 を変更して施行する。‐
6_平成1"卜月1日から第6条を変更し哺胞行する。
7_平成2“目月1日から第蹂 .第峰 、第9条、第19条,第2幕雑 変更して
施行する。
3_平成25年4月 1日から第7条、第8条、第9条、第19条を変更して施行する。



弔慰規定
(趣 旨)
第 1条 この規定は、会員等の弔意について必要な事項を定める。

(弔慰の適用)
第 2条 弔慰金を贈る範囲は、会員及び同居する会員家族1ヒする。

(弔慰の働
第 3条:弔慰金の額1ま次のとおりとする。

1.会員(世帯主菫配偶者)の場合  10,m円とする。
2.会員と同居する家族の場合   5鯛 円とする。

(報 告)
第 4条 班内に第曝 の該当者

―

、班長は速やかに会長::瑚罐罐する。

(委 任)        :
第 5条|この規定に定めるもののほか必要な事項は、会,長が決定する。
「  附 則
'   この規定は、平成o年月1日より施行する。

ヽ
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